
媒介変数表示
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で表される曲線をCとする。Cが自身と交わる点の個数を求めよ。 

（解答） 

  とすると、 

  ,3sin3sin xx     yy   4sin4sin よりCは y軸対称である。 

  とすると、 

  ,3sin3sin xx     yy   4sin4sin よりCは x軸対称である。 

  2 とすると、 

  ,3sin23sin xx     yy   4sin24sin よりCは原点対称である。 

よって、 ,0x 0y の範囲においてCの概形を調べる。 

0x かつ 0y となるの範囲を求める。 

xの周期は ,
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2  yの周期は
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
より 2 の周期で原点に戻ってくるので、  20  の範囲で 

考える。 

0x より 03sin  であるから、  630  より ,30   ,332    534   

であるから、 ,
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0y より 04sin  であるから、  840  より 

,40   ,342   ,544    746  であるから、 
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0x かつ 0y となるの範囲は、①かつ②より ,
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より増減表を描くと、 
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よりグラフを描くと、 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

,0x 0y に存在する点（●）は対称を考慮すると4倍存在し、 

x軸または y軸上に存在する点（▲）は対称を考慮すると2倍存在し、 

原点に存在する点（■）は対称を考慮しても1点のみ存在する。 

よってCが自身と交わる点の個数は 1712243  である。 

 

 

（参考） 

x軸対称かつ y軸対称であるので、Cは以下のようになる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


